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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

はくば
広報

「白馬村宿泊シンポジウム」を開催しました。
11月25日（金曜日）に、白馬村ウイング21ホールにて、白馬村宿泊シンポジウムを開催しました。
基調講演では、2018年にSDGs未来都市に選定されたニセコ町の片山町長をお招きし、「SDGs
と観光・まちづくり」について講演をしていただきました。スキーブームやバブル経済期に集中し
た過剰な投資を教訓に、町が目指す社会の仕組みづくりについて説明をいただき、将来を見据えた
環境問題への取り組みなどを打ち出すことが良質な投資を生んでいくと説明されました。
成果発表では、「断熱は村の未来に貢献する」「はぶくという引き算の考え」「10年後の白馬宿泊業
を築く」についてメンバーが発表し、今日をきっかけにリスタートしていきたいと発表しました。
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※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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令
和
４
年
度　

長
野
県
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
に
つ
い
て

■
長
野
県
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金

　
物
価
上
昇
に
よ
り
生
じ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、国
の「
電
力
・
ガ
ス
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
」の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い

住
民
税
所
得
割
非
課
税（
均
等
割
の
み
課
税
）世
帯

や
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
に
対
し
、長
野
県
及

び
白
馬
村
で
独
自
に
支
援
金
を
給
付
す
る
制
度
で

す
。

　

こ
の
支
援
金
は
、長
野
県
内
市
町
村
一
律
の
制

度
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
給
付
の
対
象
と
な
る
世
帯

（
１
）�令
和
４
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯

　
令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
白
馬
村
に
住
民
票

を
有
す
る
者
の
属
す
る
世
帯
で
あ
っ
て
、令
和
４

年
分
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税（
均
等
割
の
み

課
税
）で
あ
る
世
帯
。

（
２
）家
計
急
変
世
帯

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
の
世
帯
で
あ
っ
て
、

予
期
せ
ず
令
和
４
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
12
月
ま

で
の
家
計（
収
入
・
所
得
）が
急
変
し
、同
一
の
世
帯

に
属
す
る
方
の
全
員
が
令
和
４
年
分
の
住
民
税
所

得
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯（
令
和
４
年
９
月
30
日
時

点
で
長
野
県
内
の
い
ず
れ
か
の
市
町
村
に
住
民
登

録
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
国
給
付
金（
電
力
・

ガ
ス
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
／

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
）の
支
給
対
象
世
帯
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�（
１
）、（
２
）に
関
わ
ら
ず
、住
民
税
所
得
割
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

住
民
税
と
は
、課
税
さ
れ
る
年
度
の
前
年
１
年

間
の
収
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

■
申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
曜
日
）

■
手
続
き
の
方
法

〇�

給
付
対
象
者（
１
）⇒

12
月
下
旬
よ
り
、該
当
す

る
世
帯
あ
て
に
給
付
金
に
関
す
る
書
類（
確
認

書
）を
送
付
し
ま
す
。な
お
、令
和
４
年
１
月
２

日
以
降
に
本
村
に
転
入
さ
れ
た
世
帯
は
、別
途

申
請
書
に
よ
る
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〇�

給
付
対
象
者（
２
）⇒

申
請
書
に
よ
る
申
請
が
必

要
で
す
。申
請
先
は
原
則
、申
請
時
に
住
民
登
録

の
あ
る
長
野
県
内
の
市
町
村
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713



令
和
4
年
度
白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
等
授
与
式

令
和
4
年
度
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞
者

・�

北
林　
力　
様　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
競
技　

��

第
34
回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク　
X
C
O-

M
e
n-

U
23
の
部　
優
勝

・
切
久
保　
仁
朗　
様　
ア
ル
ペ
ン
競
技　

��

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会　

�

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　
優
勝

・
花
澤　
楓
也　
様　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

��

第
59
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
4
×
5
㎞�

リ
レ
ー�

優
勝

・
大
島　
ひ
な
の　
様　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技

��

J
S
B
A
第
40
回
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会�

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム�

優
勝

・
切
久
保　
絆　
様　
ア
ル
ペ
ン
競
技

��

第
34
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会　

�

ス
ラ
ロ
ー
ム�
優
勝

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

　
令
和
4
年
11
月
22
日（
火
曜
日
）ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
に
て
、白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ

功
労
賞
及
び
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
育
成
振
興
奨
励
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、（
一
社
）白
馬
村
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
の
団
結
式
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
、特
別
賞
授
与
式
と
併
せ
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
広
く
村
民
の
誇
り
と
な
る
べ
き
功

績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、今
回
は
左
記
の
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
5
名

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

左から功労賞を受賞した切久保仁朗さん、絆さん
(姉代理)、丸山村長、北林さん、大島さん(母代理)

白馬村スキースポーツ育成振興奨励金受賞者

3

令和4年度　白馬村定例表彰
被表彰者の主な功績
令和４年の白馬村表彰式が11月５日に白馬村役場で行われ、村の発展のために各界に功績のあった6名が表彰されました。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

【自治功労】

下
しもかわ

川 正
まさたけ

剛　様 平成26年8月から2期8年にわたり白馬村長を務め、神城断層地震の復興にあたるなど幅広い分
野で村政運営に尽力するとともに、村民福祉の向上と村政の発展に貢献された。

【消防功労】

𠮷
よしかわ

川 玲
あきら

　様
令和2年4月2日から白馬村消防団長として1期2年、本村の消防防災活動に尽力された。 
平成28年4月2日～平成30年4月1日  消防団統括分団長
平成30年4月2日～令和 2年4月1日　 消防団副団長
令和 2 年4月2日～令和 4年4月1日　 消防団長

【文化功労】

長
ながさわ

澤 昭
てるとし

壽　様
平成19年4月より白馬村文化振興団体「童謡と唱歌を歌う会」、「ハーモニー白馬」の歌唱指導者と
して、また、「山の音楽家」の指揮者として音楽文化の育成及び発展に尽力した。長年にわたり小
中学校の音楽教育に携わり、地域の文化活動の振興に尽力された。

【産業功労】

中
なかむら

村 恒
つねやす

康　様
平成24年より令和3年度までの10年間に渡り、鳥獣被害対策実施隊員を務め、有害鳥獣の駆除や
熊出没等の緊急パトロール等に白馬村猟友会の会員として積極的に参加し、農作物被害の防止や
人身被害の防止に努め、村民の安心安全な生活に尽力された。

【技能功労】

山
やまぐち

口 讓
じょうたろう

太郎　様 昭和54年に ( 有 ) 彦工務店に入社し、数々の村施設、建物等の建築を手掛けた。以来、勤続43年を
数え、技術を練磨、後進の育成に注力するなど、産業の育成に尽力された。
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建
設
課
よ
り　

村
道
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724

　

こ
こ
数
年
極
端
な
天
候
が
続
い
て
お
り
、本
年
度
の
降

雪
量
も
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、様
々
な
気
象
状
況
に
対

応
で
き
る
よ
う
除
雪
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、安

全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め
に
は
、村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、特
に
次
の
点
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
の
禁
止

　

除
雪
作
業
は
、早
朝
ま
た
は
夜
間
か
ら

行
い
ま
す
。除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
へ

の
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

② 

歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の
積
み
上
げ
の
禁
止

　

除
雪
済
み
の
道
路
や
、無
散
水
消
雪
施
設
の
あ
る
道
路

へ
自
宅
敷
地
の
雪
を
投
げ
出
す
方
が
い
ま
す
が
、大
変
危

険
で
す
。通
行
中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
歩
行
者
へ
飛
び

込
む
事
故
や
、そ
の
場
を
避
け
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事

故
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
、雪
を

投
げ
出
し
た
ご
本
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
事
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、道
路
へ
の
雪
出
し
は
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
屋
根
雪
の
落
下
防
止
・
落
雪
注
意
看
板
の
掲
示

　

屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合
は
、速
や
か
に
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、万
一
雪
の
落
下
時
に
歩
行
者
が

あ
っ
た
場
合
、大
変
危
険
で
す
。危
険
個
所

に
は
、注
意
を
喚
起
す
る
看
板
を
立
て
る

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
支
障
木
の
伐
採

　
道
路
上
に
伸
び
た
木
の
枝
が
除
雪

に
支
障
を
き
た
す
場
合
、切
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤ 

ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
撤
去
禁
止

　

路
上
に
立
て
て
あ
る
竹
ポ
ー
ル
は
、除
雪
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
の
で
引
き
抜
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
1
日
2
回
、通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
に
間
に
合
う
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。凍
結
危
険
個
所

を
中
心
に
散
布
し
て
い
ま
す
が
、気
温
に
よ
っ
て
は
再
度

凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。ま
た
、村
で
は
農
作
物
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、

環
境
配
慮
型
の
凍
結
防
止
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。ご
自

分
で
凍
結
防
止
剤
を
散
布
す
る
際
は
、周
辺
へ
の
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑦
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

　

自
宅
敷
地
内
の
雪
を
、他
の
敷
地
に
無
断
で
排
雪
し
ト

ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。自
宅
敷
地
内
の
雪

を
む
や
み
に
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。ま
た
、や
む
を
得
ず
他
の
敷
地
に
排
雪

さ
れ
る
場
合
は
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、住
宅
の
玄
関
先
や
駐
車
場
の
出
入
口
な
ど
道
路
と

接
す
る
箇
所
に
は
、ど
う
し
て
も
道
路
除
雪
後
の
雪
が
残
っ

て
し
ま
い
ま
す
。お
手
数
で
も
家
先
の
雪
に
つ
き
ま
し
て

は
皆
さ
ま
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
、近
隣
の
方
々
や
道
路

利
用
者
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

⑧
雪
押
し
場
の
確
保
に
つ
い
て

　

近
年
、雪
押
し
場
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。雪
押
し
場
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、周
辺
の
除
雪
作

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。よ
り
多
く
の
雪
押
し
場

が
確
保
で
き
れ
ば
、効
率
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
可
能

と
な
り
ま
す
。道
路
脇
に
土
地
を
お
持
ち
の
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

⑨ 

路
上
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
禁
止
に
つ
い
て

　

路
上
で
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
る
他
、交
通
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
昨
年
ま
で
と
同
様
、降
雪
量
15
ｃｍ
が
出
動
基
準

と
な
り
ま
す
。シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
安
全
で
、よ
り
効
率
的

な
除
雪
作
業
を
行
う
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
が
、や
む
を

得
ず
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。そ
の
際
は
何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、除
雪

作
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



5

箇所名 受託者
神城　１工区 内山・東佐野地区 長沢右一
神城　２工区 佐野地区 長沢右一
神城　３工区 沢渡地区 姫川建設㈱
神城　４工区 堀之内地区 ㈱大糸
神城　５工区 三日市場地区 ㈲ダイトー工業
神城　６工区 飯田地区（犬川端） ㈱五竜
神城　７工区 飯田地区 ㈱大糸
神城　８工区 飯森地区 白馬陸運㈱
神城　９工区 飯森地区（旧国道北側・飯森ゲレンデ線） ㈱大糸
神城１０工区 めいてつ地区 ㈲田中建設

神城１１工区 単独路線・地区間を結ぶ路線（旧農道１号・
通学路線） ㈱大糸

神城１２工区 歩道除雪路線南部地区 ㈲ダイトー工業
神城１３工区 凍結防止剤散布路線南部地区 ㈲田中建設
神城１４工区 飯田地区狭小路線 ㈲田中建設
北城　１工区 深空地区 ㈱大糸
北城　２工区 みそら野地区 白馬綜合開発㈱
北城　４工区 みそら野・瑞穂・エコーランド地区 ㈱落田
北城　５工区 白馬町・八方口地区 ㈱落田

北城　６工区 八方・和田野地区（真畔線・和田野地区内
本線） 鈴木孝

北城　７工区 八方・和田野地区（和田野地区東側） ㈲田中建設
北城　８工区 八方・山麓地区 共和興業㈱白馬事業所
北城　９工区 八方地区（旧ジャンプ台線） 鈴木孝
北城１０工区 大出地区 共和興業㈱白馬事業所
北城１１工区 蕨平地区 ㈱白馬三津野
北城１２工区 嶺方地区 ㈱白馬三津野
北城１３工区 森上・塩島・通地区 ㈲吉田建設
北城１４工区 どんぐり地区 ㈲どんぐり
北城１５工区 森上・野平地区 共和興業㈱白馬事業所
北城１６工区 野平地区 ㈱大糸
北城１７工区 立の間・青鬼地区 ㈱東亜ベンディングサービス
北城１８工区 塩島地区 ㈲塩島組
北城１９工区 森上・新田地区 共和興業㈱白馬事業所
北城２０工区 森上・新田・切久保地区 ㈱落田
北城２１工区 落倉地区 共和興業㈱白馬事業所
北城２２工区 歩道除雪路線北部地区 ㈱太田造園
北城２４工区 オリンピック道路・咲花線 金森建設㈱白馬営業所
北城２５工区 山麓線～オリンピック道路 ㈱大糸
北城２７工区 八方口狭小路線 ㈱太田造園
北城２８工区 東カン・高島線 ㈲吉田建設
北城２９工区 どんぐり地区凍結防止剤散布路線 ㈲どんぐり

◇除雪路線 令
和
４
年
度
村
道
除
雪
・
凍
結
防
止
剤
散
布
業
務　

受
託
業
者
一
覧

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724
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年
末
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討
（
18
）

　

12
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
、年
末
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
は
、夕
暮
れ
時
の
歩
行
・
横
断
中
の
事
故
、

交
差
点
に
お
け
る
事
故
が
増
え
る
ほ
か
、飲
酒
機

会
の
増
加
や
積
雪
・
凍
結
に
よ
る
重
大
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
制
限
速
度
を
守
り
、お
年
寄
り

や
子
ど
も
の
歩
行
者
や
自
転
車
に
は
十
分
注
意
し

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、夕
暮
れ
時
に
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
・
運
転
す
る
人

に
は
飲
ま
せ
な
い
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、夕
方
や
夜
間
に
出
か
け
る
と
き
は
、歩
行

者
は
反
射
材
な
ど
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
安
全
は
あ
な
た
が
主
役
で
す
。交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
信
濃
路
は　
み
ん
な
の
笑
顔　
つ
な
ぐ
道
」　

◆
運
動
の
重
点

　
①
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行
者
事
故
の
防
止

　
②
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
③
自
転
車
の
安
全
利
用
と
ル
ー
ル
尊
守

　
③
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

　

新
し
い
図
書
館
の
検
討
が
始
ま
っ
て
か
ら
５
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。そ
の
間
、ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
形
で
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
は
基
本

計
画
の
見
直
し
に
際
し
て
、官
民
連
携
*
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
交
流
」と「
滞
在
」を
軸
に
、地
域
の
住
民
や
事
業

者
と
共
に
あ
る
複
合
施
設
と
す
る
た
め
に
、「
複
合

施
設
で
こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
」と
い
う
具
体
的
な

活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
対
話
す
る
場
を

次
の
と
お
り
設
け
ま
す
。

日
に
ち
：
１
月
17
日（
火
曜
日
）　

昼
の
部
：
13
時
30
分
～

夜
の
部
：
18
時
30
分
～

場　
所
：�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

2
階�

学
習
室

＊�

具
体
的
な
活
動
の
ア
イ
デ
ア
の
一
例（
こ
れ
以
外

も
大
歓
迎
で
す
）

・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い		

・
カ
フ
ェ
を
出
店
し
た
い

・
学
び
の
場
を
つ
く
り
た
い		

・
物
を
販
売
し
た
い

・
作
品
を
展
示
し
た
い	

	

・
お
店
を
出
し
た
い

・
も
の
づ
く
り
が
し
た
い	

	

・
音
楽
を
奏
で
た
い

・
多
文
化
交
流
し
た
い	

	

・
お
昼
寝
し
た
い

・
な
ん
と
な
く
雑
談
し
た
い		

・
焚
き
火
が
し
た
い

・
誰
か
と
出
会
い
た
い	
	

・
み
ん
な
で
遊
び
た
い

　
主
体
的
に
取
り
組
み
た
い
活
動
が
あ
る
方
、み
ん

な
の
ア
イ
デ
ア
を
聴
い
て
一
緒
に
何
か
や
っ
て
み

た
い
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

複
合
施
設
に
必
要
な
空
間
を
み
ん
な
で
想
い
描

い
て
形
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

※�

当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
、随
時
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

*�「
官
民
連
携
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
は
く
ば

令
和
3
年
4
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村交通安全協会及び総務課総務係　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0723

具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
語
り
合
お
う
！
み
ん
な
の
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
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村
職
員
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
村
の
人
事
行
政
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
白
馬
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基

づ
き
、職
員
数
や
給
与
、服
務
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

●職員の任免および職員数の状況
▼部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年 4月 1日現在）

部門 令和 4年度
職員数

令和 3年度
職員数 前年比 増減理由

一般行政※ 1 81人 83人 –2人 職員区分の見直し
教育※ 2 14人 12人 +2人 職員区分の見直し

公営企業等※ 3 9人 9人 0人 増減無し
合計
（定数）

104人
（115人）

104人
（115人） 0人 増減無し

※1　議会、総務、税務、労働、農林水産、商工、土木、民生、衛生の職員総数
※ 2　教育委員会に係る職員数
※ 3　国民健康保険事業、下水道事業、水道事業などの職員総数
※合計欄の「定数」は白馬村職員定数条例に規定する定数

▼採用及び退職の状況 （各年 4月 1日現在）
区分 令和 4年度 令和 3年度
採用 3人 3人
退職 2人

※令和3年度の退職者に再任用職員の退職者はおりません。
※育児休業職員の代替として採用・退職した臨時的任用職員は含んでおりません。

▼育児休業の取得状況 （令和 4年 4月 1日現在）

区分 1年未満 1年以上
2年未満

2年以上
3年未満

男性 0人 0人 0人
女性 4人 0人 0人

●職員の服務の状況／職員の勤務時間その他勤務状況／職員の休業に関する状況
▶勤務時間　午前 8時半～午後 5時 15分（週 38時間 45分）※休憩時間は正午～午後 1時です。
▶年次休暇の取得状況（令和 3年中）平均 8.7 日

●職員の福祉及び利益の保護の状況
▼健康診断などの実施状況 （令和 3年度）

区分 人数など
健康診断受診状況 64人
人間ドック受診者数 38人
がん検診受診者数 32人

公務・通勤災害の認定数 2件
不利益処分に関する不服申し立て 0件

●職員の研修の状況 （令和 3年度）
区分 研修内容 修了者数

職員全体研修 窓口接遇とクレーム対応研修 21人
職員全体研修 登山研修（中止） 0人

長野県市町村職員研修
センター等研修

各種研修（一般行政職研修、税務初任者研修、
法務執務応用研修等） 21人

▼福利厚生事業
地方公務員法第４２条に基づく職員の保健、元気回復その他厚生事業に関する事項を実施するため、福利厚生
のための団体「白馬村職員互助会」を条例に基づき設置し独自事業を実施するとともに、「長野県市町村職員互助
会」への事業委託により福利厚生事業を実施しています。
村職員（104人）は互助会会費として給料月額の1,000分の4.8に相当する額（令和３年度1,803千円）を納め、
村からは互助会負担金として給料月額の1,000分の2.3に相当する額等（令和３年度866千円）を負担しています。
※�上記会費の内給料月額の 1,000 分の 2.8（令和３年度 1,054 千円）を個人会費として、また上記負担金の
内給料月額の 1,000 分の 2.3（令和３年度 866 千円）を負担金として長野県市町村職員互助会に納めてい
ます。
※�互助会には白馬村社会福祉協議会及び白馬山麓環境施設組合職員も加入しており、上記の会費・負担金から
は省いて計上してあります。
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●職員の分限及び懲戒処分の状況 （令和 3年度）

区分 人数
分限区分※ 1 0人
懲戒区分※ 2 0人

※1　職員が職責を十分に果たせない場合に、公務の能率維持などを目的として行う、降任、免職、休職、降給の処分
※ 2　職員の義務違反などがある場合に、公務における規律と秩序維持を目的として行う、戒告、減給、停職、免職の処分

●職員の人事評価の状況
地方公務員法の改正により、平成28年度から人事評価制度が法律上の制度として義務付けられました。人事評価は、任
用、給与、分限その他の人事管理の基礎として活用するため、公正かつ定期的に行わなければならないこととされています。
本村においても、「白馬村職員人事評価実施規程」により、評価基準の明示や評価結果の本人への開示などの仕組みを導
入し、評価の観点として「能力評価」と「業績評価」の両面から評価して、人事管理の基礎とすることを定めています。
取組状況としては、公正な評価の確保のために評価者を対象とした研修会を実施し、処遇反映に向けた取り組みを行っ
ています。

●職員の給与の状況
▼人件費（一般会計決算）

区分 住民基本台帳人口 歳出額 人件費 人件費率
令和 3年度 R4.3.31 現在

8,452 人 6,848,676 千円 1,030,600 千円 15.0％
※議員報酬、委員報酬、特別職報酬等を含みます。

▼職員給与費（一般会計予算）

区分 職員数 給与費 1人当たり給与費
（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）

令和 4年度 97 321,751 千円 66,856 千円 117,488 千円 506,095 千円 5,217 千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※一般会計上の職員数のため、全職員数と異なります。

▼職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢 （令和 4年 4月 1日現在）

区分
一般行政職

平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢

白馬村 294千円 329千円 40.7 歳
※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外手当などの諸手当を加えた額です。
▼職員の初任給 （令和 4年 4月 1日現在）

区分 白馬村
一般行政職 大学卒 182,200 円

高校卒 150,600 円

▼特別職給料、議員報酬の状況　 （令和 4年 4月 1日現在）
区分 月額 期末手当
村長 696,000 円

� 6 月期� 1.675 月分
� 12 月期� 1.675 月分
� 計� ��3.35 月分

副村長 591,000 円
教育長 519,000 円
議長 304,000 円
副議長 240,000 円
議員 216,000 円

●職員の手当の状況／職員の退職管理の状況
▼期末手当、勤勉手当 （令和 4年 4月 1日現在）

区　　　分
支給割合

計6月期 12月期
期末 勤勉 期末 勤勉

4級以下 1.275 月分 0.95 月分 1.275 月分 0.95 月分 4.45 月分
5級以上 1.075 月分 1.15 月分 1.075 月分 1.15 月分 4.45 月分



10

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-5000
※白馬村行政公式ホームページ（ URL http://www.vill.hakuba.lg.jp/）でも公開しています。

▼退職手当 （令和 4年 4月 1日現在）

区分 支給割合
20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 その他の加算措置

支給率等 24.586875 月分 33.27075 月分 47.709 月分
定年前早期退職
特　例　措　置
（2％～ 45％）

国の制度
（支給率等） 24.586875 月分 33.27075 月分 47.709 月分

定年前早期退職
特　例　措　置
（2％～ 45％）

▼その他の主な手当 　（令和4年 4月 1日現在）
区分 支給内容
扶養手当 〇扶養親族たる子／ 1人につき月額 10,000 円（16歳～ 22歳は 5,000 円加算）

〇扶養親族たる子以外の扶養親族／一人につき月額 6,500 円
寒冷地手当

（11月～翌年 3月）
〇世帯主である職員で扶養親族のある者／月額 17,800 円
〇世帯主である職員で上記以外の者／月額 10,200 円
〇その他の職員／月額 7,360 円

住居手当
〇�住宅（貸間を含む）を借り受け月額が 12,000 円を超え 27,000 円以下の場合／
上限 11,000 円
〇住宅（貸間を含む）を借り受け月額が 23,000 円を超える場合／上限 28,000 円

通勤手当
〇交通機関等利用の場合／通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円）
〇�交通用具使用者の場合／片道 2ｋｍ以上で月額 2,300 円から（60ｋｍ以上は
31,600 円限度）

管理職手当

部局 職 支給額

長部局

総務課長 50,800 円
参事兼課長 46,900 円
総務課長以外の課長又は会計室長 43,100 円
保健福祉ふれあいセンター所長 43,100 円
総務課長補佐 39,100 円

企業職員 事務局長 43,100 円
選挙管理委員会事務局 事務局長 43,100 円
議会事務局 事務局長 43,100 円
監査委員事務局 事務局長 43,100 円
農業委員会事務局 事務局長 43,100 円
教育委員会事務局 事務局長 43,100 円
※長部局の課長と行政委員会の事務局と兼務している場合は一の管理職手当しか支給しない。

特殊勤務手当

〇伝染病防疫手当　　　　1回 1,000 円
〇危険作業手当　　　　　1回 1,000 円
〇行旅病人取扱手当　　　1件 1,000 円
〇行旅死亡人取扱手当　　1件 3,000 円
〇野犬捕獲手当　　　　　1回　500円
〇有害鳥獣駆除手当　　　1回 1,000 円

▼時間外・休日出勤手当（令和 3年度一般会計決算）
区分 金額
支給実績 19,389 千円

職員一人当たりの平均 　�204 千円

▼一般行政職の級別職員状況 　（令和4�年 4月 1日）
級 1級 2級 3級 4級 5級 6級
標準的
職務名 主事 主任 主査・

主幹
係長・
課長補佐

課長・
課長補佐

課長
（参事）

職員数 13人 5人 12人 17人 11人 1人
構成比 22.0％ 8.5％ 20.3％ 28.8％ 18.7％ 1.7％
※一般行政職とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職などを除いたものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
※再任用職員を除いた職員数です。（令和 4年度　給与実態調査より）
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外
国
籍
の
方
を
雇
用
さ
れ
る

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ　

転
入
手
続
き
に
つ
い
て

村
民
の
皆
さ
ま
へ　

冬
期
の
住
民
課
窓
口
に
つ
い
て

　

例
年
、白
馬
村
は
冬
期
に
な
る
と
、外
国

や
県
外
か
ら
白
馬
村
に
転
入
す
る
方
が
増

加
し
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、

左
記
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①�

転
入
の
手
続
き

・�

例
年
、冬
期
は
白
馬
村
に
住
民
登
録
を
す

る
た
め
に
来
庁
さ
れ
る
外
国
籍
の
方
が

多
く
、窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。ま
た
、住
民

課
の
窓
口
は
転
入
の
手
続
き
だ
け
で
は

な
く
、他
の
手
続
き
に
来
庁
さ
れ
る
方
も

い
る
た
め
、多
数
の
外
国
籍
の
方
の
転
入

手
続
き
に
つ
い
て
は
、委
任
状
を
添
付
し

た
代
理
の
方
に
よ
る
手
続
き
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
住
民

課
住
民
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②�

ご
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
に

住
民
課
窓
口
に
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い

・�

事
情
に
よ
り
ご
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、届

書
を
記
入
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
た
め
、事
前
に
電
話
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
例
年
、白
馬
村
は
冬
期
に
な
る
と
、外
国
や
県
外

か
ら
白
馬
村
に
転
入
す
る
方
が
増
加
し
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、左
記
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
防
止
の

た
め
の
お
願
い

・�

来
庁
さ
れ
る
際
は
、必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・�

グ
ル
ー
プ
で
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、な
る
べ
く
人

数
を
減
ら
し
て
、ご
来
庁
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
や

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
手
続
き

は
、事
前
に
ご
予
約
の
電
話
を
お
願
い
し

ま
す

・�

手
続
き
に
は
、お
一
人
あ
た
り
15
分
ほ
ど
お
時
間

を
い
た
だ
き
ま
す
。次
の
ご
予
約
の
方
と
の
時
間

調
整
の
た
め
、事
前
に
ご
予
約
の
電
話
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
③�

ご
不
明
な
こ
と
は
、事
前
に
電
話
で
問
合

せ
を
し
て
か
ら
ご
来
庁
く
だ
さ
い

・�

ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、ご
不
明
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、事
前
に
住
民
課
へ
問
合

せ
を
し
て
い
た
だ
き
、手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

を
揃
え
て
か
ら
ご
来
庁
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

■���

白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
不
法
投

棄
に
つ
い
て

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
白
馬
村
の

施
設
で
は
な
く
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
管

理
す
る
施
設
で
、
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
の

出
先
施
設
と
な
り
ま
す
。　

　
そ
の
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
入
時

間
外
に
ご
み
を
置
い
て
い
く
事
例
が
発
覚
し
ま

し
た
。
た
と
え
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
場
所
で

あ
ろ
う
と
も
、
受
入
時
間
外
に
許
可
な
く
侵
入

し
、
ご
み
を
置
い
て
い
く
行
為
は
〝
不
法
投
棄
〟

お
よ
び
〝
建
造
物
侵
入
〟
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ご
み
の
搬
入
は
必
ず
受
入
時
間
内
に
持
ち
込

み
、
指
定
の
場
所
に
置
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■�

不
法
投
棄
と
は

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
16
条
で
は
「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を

捨
て
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
み
だ
り
に
」
と
い
う
の
は
場
所
だ
け
に
限
ら
ず
、

時
間
や
方
法
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
よ
う
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご

み
を
分
別
し
て
出
し
た
」つ
も
り
で
い
て
も
、
時

間
を
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
限
り
、
不
法
投
棄

に
あ
たって
し
ま
い
ま
す
。

　
同
法
で
は
不
法
投
棄
に
対
し
て
懲
役
も
し
く

は
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
の
行
為
者
に

は
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
は
必
ず
『
時
間
、
場
所
、
方
法
』
を
守
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

不
法
投
棄
が
発
覚
し
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

■不法投棄を見つけたら
　白馬村役場住民課　TEL:0261-85-0715　不法投棄ホットライン　TEL:0120-530-386　（フリーダイヤル）
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

Vol.8

12月納期の
村税及び

料金
納期限 口座

振替日

納付方法・納付場所
現金払い

（金融機関及び役
場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替

クレジット
カード決済※

（インターネット）

スマートフォン決済
（PayPayまたは

LINE Pay）
固定資産税

第3期分
12月26日
（月曜日）

12月26日
（月曜日）

○ ○ ○ ○ ○国民健康保険税
第7期分

後期高齢者医療保険料
第５期分 ○ ― ○ ― ―

上下水道料
12月請求分

12月26日
（月曜日）

12月26日
（月曜日） ○ ○ ○ ― ―

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

令
和
４
年
分
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　
給
与
等
の
支
払
者（
会
社
等
）は
、令
和

４
年
中
に
従
業
員
へ
支
払
っ
た
給
与
の

支
払
い
金
額
等
を「
給
与
支
払
報
告
書
」

と
い
う
形
で
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。提
出
先
は
白
馬
村
役
場
税
務
課
へ
お

願
い
し
ま
す
。た
だ
し
、令
和
５
年
１
月

１
日
時
点
で
従
業
員
の
方
の
住
民
登
録

が
白
馬
村
に
無
い
場
合
は
住
民
登
録
の

あ
る
市
区
町
村
に
対
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。提
出
期
限
は
令
和
５
年
１

月
31
日
と
し
て
い
ま
す
が
、１
月
20
日
頃

を
目
安
に
早
め
の
ご
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。令
和
４
年
度
中
に
特
別
徴
収
で
住

民
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事

業
所
に
対
し
て
は
12
月
１
日
付
で
提
出

に
関
す
る
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

提
出
に
際
し
て
の
注
意
事
項

　
給
与
支
払
報
告
書
提
出
の
際
は「
総
括

表
」を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。総
括
表
に

は「
特
別
徴
収
」と「
普
通
徴
収
」の
区
別
、

人
数
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。「
総
括

表
」や「
給
与
支
払
報
告
書
」の
用
紙
が
不

足
す
る
場
合
は
、役
場
税
務
課
で
保
管
し

て
い
る
予
備
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
た
後
に
、

特
別
徴
収
該
当
者
に
退
職
な
ど
の
異
動
が

生
じ
た
と
き
は
、必
ず
異
動
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
後
に
訂
正
や
追
加
が
あ
っ
た
と
き

は
、「
訂
正
分
」「
追
加
分
」と
朱
書
き
し
た

上
で
速
や
か
に
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
に
よ
る
提
出

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム（
通
称
：

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）は
地
方
税
の
手
続
き
を

電
子
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。申
告
や
納
税
を
窓
口
に
出
向
く

こ
と
な
く
事
務
所
や
税
理
士
等
が
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。給
与
支
払
報
告

書
も
書
面
で
の
提
出
に
代
え
、エ
ル
タ
ッ

ク
ス
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。複
数
の
市
区
町
村
へ
提
出
す
る
場
合

も
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
な
ら
一
括
し
て
市
区

町
村
に
送
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま

た
、令
和
３
年
１
月
以
降
提
出
分
よ
り
、

給
与
支
払
報
告
書
の
枚
数
が
１
０
０
枚

を
超
え
る
場
合
は
、エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ま
た

は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
は

ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
が
お
す
す
め
で
す
！

　
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）・
ス
マ

ホ
申
告
は
税
務
署
へ
出
向
く
こ
と
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
や

納
税
な
ど
の
各
種
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」へ
ス
マ
ホ

で
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、見
や
す
い
ス
マ
ホ

専
用
画
面
で
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。確
定
申
告
期
間
中（
２
月

16
日
～
３
月
15
日
）は
曜
日
や
時
間
に
関

係
な
く
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
す
。画
面

の
案
内
に
沿
っ
て
入
力
す
れ
ば
申
告
書

の
作
成
や
送
信
が
完
了
す
る
ほ
か
、一
部

の
書
類
を
除
き
添
付
書
類
が
不
要
に
な

り
ま
す
。ま
た
、所
得
税
が
還
付
に
な
る

場
合
は
、３
週
間
程
度
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

（
書
面
提
出
の
場
合
は
１
か
月
～
１
か
月

半
程
度
か
か
り
ま
す
。）

　
令
和
４
年
分
の
申
告
か
ら
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
で
の
申
告
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
３
回
だ
っ
た
読
取
回
数
が
ロ

グ
イ
ン
時
の
１
回
だ
け
と
な
り
利
便
性

が
向
上
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

地方税ポータル
システムサイト

へ

国税庁
確定申告等
作成コーナー
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気
泡
緩
衝
材
『
プ
チ
プ
チ
、
エ
ア
キ
ャ
ッ
プ
』
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
従
来
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い
た
プ
チ
プ
チ
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
し
て
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
燃
え
る
ご
み
で
回
収
し
て
し

ま
う
と
焼
却
、
埋
め
立
て
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
と
し
て
回

収
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
資
源
の
再
生
加
工
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
資
源
の
活
用
、

S
D
G
s
へ
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
と
し
て
の
回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
で
は
ご
み
減
量
化
の
た
め
に
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
用
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
付
件
数
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【 

補
助
内
容 

】

（
１
）
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
費
用
に
対
す
る
補
助

　
● 

対
象
品
：
木
枠
の
コ
ン
ポ
ス
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

　
● 

補
助
率
：
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
● 

限
度
額
：
１
５
，
０
０
０
円

（
２
）
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
用
に
対
す
る
補
助

　
● 

対
象
品
：
家
庭
用
の
処
理
機

　
● 

補
助
率
：
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
● 

限
度
額
：
４
０
，
０
０
０
円

（
３
）
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
購
入
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助

　
● 

対
象
品
：
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
機
械
処
理
タ
イ
プ
の
処
理
機

　
● 

補
助
率
：
購
入
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
● 

限
度
額
：
４
０
，
０
０
０
円

【 

買
い
替
え
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
！ 

】

過
去
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
方
で
も
、
前
回
の
交
付
か
ら
５
年
が
経
過
す
れ

ば“
再
度
”申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
買
い
替
え
や
世
帯
の
変
更
な
ど
で
も
ぜ
ひ
、

こ
の
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【 

生
ご
み
処
理
機
は
こ
ん
な
に
素
敵 

】

生
ご
み
が
出
る
た
び
に
そ
の
場
で
す
ぐ
に
処
理
で
き
る
か
ら

　
・
集
積
場
に
持
っ
て
い
く
ま
で
生
ご
み
を
家
に
置
い
て
お
か
な
く
て
も
良
い

　
・
匂
い
の
軽
減
、
虫
や
動
物
の
被
害
が
減
る
。

　
・
集
積
場
に
持
っ
て
い
く
手
間
が
い
ら
な
い
。

　
・
処
理
料
が
安
く
環
境
に
も
優
し
い

　
・ 

生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
燃
や
し
て
埋
め
立

て
る
た
め
に
費
用
を
払
い
、
し
か
も
二
酸
化
炭
素
ま
で
排
出
す
る
の
っ
て
ど
う
？

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
用

に
対
す
る
補
助
金（
白
馬
村
一
般
家
庭
住
民
対
象
）

   

お問合せ
白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

CO2 CO2

焼却処分→焼却処分→埋め立埋め立てて

プラスチック製プラスチック製
容器包装容器包装

プラスチック製容器包装→プラスチック製容器包装→リサイクル（SDGs）リサイクル（SDGs）

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
か
ら
、国
民
健
康
保
険
は
長
野
県
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、こ
れ
ま
で
白
馬
村
で
の
医
療
費
を
も
と
に
必
要
な
金
額

を
算
出
し
保
険
税
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
長
野
県
全
体
で
計
算

す
る
保
険
料
率（
標
準
保
険
料
率
）へ
令
和
9
年
ま
で
に
全
県
下
で
統
一
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、令
和
5
年
度
か
ら
段
階
的
に
保
険
料
の
改
定
及
び
賦
課
割
合
の

調
整
を
実
施
し
ま
す
。（
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
て
い
る
世
帯
に
は
激
変
緩

和
措
置
が
あ
り
ま
す
。）

ご
理
解
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お問合せ
白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

１．冬期特別受け入れについて
令和4年度冬の観光シーズンに伴うごみ、リサイクル物の冬期特別受け入れを次のとおり行います。カレ

ンダーを確認し、お間違えのないようお願いいたします。
【受入期間及び時間】
＜期　　間＞　　令和４年12月25日(日曜日)から令和５年3月31日(金曜日)まで
＜休　　み＞　　期間中、土曜日と第4日曜日及び12月31日、1月1日　　　休み…休み
＜受入時間＞　　午前9時から午後3時まで　　　　　　　　　　　　　　　 特…特別受入日

【搬入方法】
▶燃えるごみ・金属類は「北アルプス広域連合の指定ごみ袋」で搬入してください。
▶ リサイクル物は無料です。(指定袋は不要)搬入できるリサイクル物は、ダンボール・ペットボトル・無

色ビン・茶色ビン・その他の色ビン・ガラスくず(陶磁器くず)・白色トレイ・アルミ缶・紙パック・プ
ラスチック製容器包装・紙製容器包装・新聞(折込チラシ)・雑誌・雑紙・衣類(布類)・小型家電・廃食
用油・乾電池・蛍光管・水銀式温度計・体温計です。

２．白馬リサイクルセンターからのお願い
　・搬入時はシート掛けを行い、道路にごみやリサイクル物等を落とさないようにしてください。
　・収集業務及び粗大ごみのお問合せは、白馬村住民課(電話0261-85-0715)へお願いします。
　・その他ご不明な点は白馬リサイクルセンター(電話0261-72-3312)までお問合せください。
　ＵＲＬ  http://www.kita-alps.omachi.nagano.jp/

   お問合せ　白馬リサイクルセンター　電話：0261-72-3312　　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

令和4年12月 令和5年1月 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 
    １ ２ ３ 

休み 
１ 
休み 

２ 
特 

３ 
特 

４ ５ ６ ７ 
休み 

４ 
休み 

５ ６ ７ ８ ９ １０ 
休み 

８ 
特 

９ 
特 

１０ １１ １２ １３ １４ 
休み 

１１ 
休み 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ 
休み 

１５ 
特 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 
休み 

１８ 
休み 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 
休み 

２２ 
休み 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 
休み 

２５ 
特 

２６ ２７ ２８ ２９ 
特 

３０ 
特 

３１ 
休み 

２９ 
特 

３０ ３１     

令和5年2月 令和5年3月 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 
   １ ２ ３ ４ 

休み 
   １ ２ ３ ４ 

休み 
５ 
特 

６ ７ ８ ９ １０ １１ 
休み 

５ 
特 

６ 
 

７ ８ ９ １０ １１ 
休み 

１２ 
特 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ 
休み 

１２ 
特 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ 
休み 

１９ 
特 

２０ ２１ ２２ ２３ 
特 

２４ ２５ 
休み 

１９ 
特 

２０ ２１ 
特 

２２ ２３ ２４ ２５ 
休み 

２６ 
休み 

２７ ２８     ２６ 
休み 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１  
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   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　白
馬
の
す
い
ど
う（
第
19
回
）

経
営
・
施
設
の
状
況
は
…
②

先
月
号
で
は
、
令
和
３
年
度
の
決
算
書

を
も
と
に
総
務
省
が
公
表
す
る
「
経
営
比

較
分
析
表
」
を
用
い
て
、
水
道
事
業
・
下

水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
類
似
団
体
と
の

比
較
を
加
え
な
が
ら
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

現
在
の
水
道
・
下
水
道
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
状
況
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。

健
全
経
営
に
見
え
る
が
…

水
道
事
業
の
現
状
は
、

① 

単
年
度
収
支
は
類
似
団
体
と
比
較
し

て
黒
字
率
は
高
い

② 

水
道
管
の
経
年
化
が
進
ん
で
お
り
、

漏
水
も
多
い

③ 

起
債
（
企
業
債
）
残
高
は
類
似
団
体

よ
り
も
少
な
い

④ 

効
率
的
で
経
済
的
な
経
営
を
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
老
朽
化
対
策

が
進
ん
で
い
な
い

一
般
的
に
工
事
を
行
う
場
合
、
必
要
な

工
事
費
を
確
保
す
る
た
め
に
国
な
ど
か
ら

お
金
を
借
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
企
業
債
」

と
言
い
ま
す
。
水
道
事
業
の
企
業
債
残
高

が
『
類
似
団
体
よ
り
も
少
な
い
』
理
由
は
、

裏
を
返
せ
ば
老
朽
化
対
策
工
事
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
も
要
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
単
年
度
収
支
の
黒
字
率
は
高
い

値
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
利
益
剰
余
金
」

と
言
わ
れ
る
利
益
を
積
み
立
て
た
お
金
は
、

現
在
６
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
池

田
町
が
８
億
円
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
考

慮
す
る
と
、
そ
の
額
は
決
し
て
多
い
と
は

言
え
ず
、
老
朽
化
の
進
む
水
道
施
設
の
更

新
の
た
め
に
必
要
な
工
事
費
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

持
続
可
能
な
事
業
経
営
を
…

続
い
て
、
下
水
道
事
業
は
、

① 

単
年
度
収
支
は
黒
字
で
あ
る
が
、
類

似
団
体
と
比
較
し
て
黒
字
率
は
低
い

② 

利
益
剰
余
金
は
約
４
７
０
０
万
円

③ 

企
業
債
の
残
高
は
類
似
団
体
よ
り
多
い

④ 

施
設
の
老
朽
化
の
度
合
い
は
低
い

⑤ 

汚
水
を
処
理
す
る
た
め
に
要
す
る
費

用
は
高
め

効
率
的
な
汚
水
処
理
と
な
る
と
、
狭
い

エ
リ
ア
で
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
理
想
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

各
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
汚
水
を
集
め
る

た
め
に
ポ
ン
プ
を
使
う
と
な
る
と
、
そ
れ

だ
け
設
備
費
や
電
気
代
な
ど
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
に
あ
た
り
、

そ
う
い
っ
た
設
備
も
で
き
る
限
り
少
な
い

地
理
的
条
件
で
あ
れ
ば
、
経
営
も
効
率
的

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
白
馬
村
は
人
口
が
少

な
く
、
人
口
密
度
も
あ
ま
り
濃
く
な
い
う
え
、

東
西
の
エ
リ
ア
か
ら
汚
水
を
集
め
る
た
め
、

村
内
各
所
に
ポ
ン
プ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
要
因
で
汚
水
処
理
費
用
が
高
い

傾
向
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
に
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
観
光
客
数

の
減
少
は
、
水
道
の
使
用
量
減
少
に
も
つ

な
が
り
、
結
果
的
に
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
収
入
の
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
支
出
で
は
、
不
安
定
な
国

際
情
勢
や
円
安
に
よ
っ
て
電
気
料
金
が
値

上
げ
を
し
て
お
り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
上

半
期
の
電
気
料
金
は
、
使
用
量
は
前
年
と

ほ
ぼ
同
量
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
求

さ
れ
た
金
額
は
対
前
年
比
1.6
倍
（
3
3
0
万

円
→
5
3
0
万
円
）
と
、
大
変
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

経
営
審
議
会
で
調
査
・
審
議

上
下
水
道
事
業
の
経
営
に
関
し
、
調
査
・

審
議
を
行
う
「
白
馬
村
上
下
水
道
事
業
経

営
審
議
会
」
は
、
水
道
使
用
者
の
代
表
、

工
事
業
者
、
白
馬
村
議
会
の
代
表
、
学
識

経
験
者
な
ど
13
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

今
年
度
は
主
に
上
下
水
道
事
業
の
経
理
の

状
況
や
、
設
備
の
更
新
計
画
、
経
営
全
般

の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
令
和
５
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
将
来
の
投
資
も
勘
案
し
た
な
か
で
、

持
続
可
能
な
事
業
と
な
る
べ
く
必
要
な
経

営
の
改
善
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
今
後
審
議
会
で
の
審
議
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や

ご
意
見
を
参
考
と
す
る
た
め
、
無
作
為
抽

出
に
よ
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
を
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
反

映
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

審議会は10月までに2回開催されている

はく�12月.indd   15はく�12月.indd   15 R4/12/09   16:04R4/12/09   16:04



16

令
和
4
年
度
長
野
県
消
防
団
協
力
事
業
所
等

知
事
表
彰
受
賞

一
定
規
模
以
上
の
土
砂
等
の

盛
土
等
に
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す

【
長
野
県
土
砂
等
の
盛
土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
】

宝
く
じ
の
助
成
金
に

よ
り
消
防
団
備
品
を

整
備
し
ま
し
た

令
和
4
年
度
長
野
県
消
防
団
協

力
事
業
所
等
知
事
表
彰
を
有
限
会

社
田
中
建
設
様
が
受
賞
さ
れ
、
10

月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
長

野
県
消
防
団
長
・
事
務
担
当
者
研

修
大
会
に
お
い
て
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
村
内
事
業
所
で

は
、
2
社
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

県
で
は
、
消
防
団
協
力
事
業
所
の

社
会
的
貢
献
を
広
く
多
く
の
皆
様

に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防

団
の
活
動
環
境
の
整
備
を
一
層
進

め
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、『
長
野
県
消
防

団
協
力
事
業
所
等
知
事
表
彰
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

盛
土
等
に
よ
る
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る

災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「
長
野
県
土

砂
等
の
盛
土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、
令

和
５
年
１
月
１
日
以
降
に
行
う
一
定
規
模
以

上
の
盛
土
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
県
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
主
な
規
制
項
目

　
・ 

面
積
が
3
，
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
ま
た
は
高
さ
が
５
ｍ
以
上
の
土
砂
等

の
盛
土
等
を
行
う
場
合
に
は
県
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
・ 

県
の
許
可
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、

周
辺
地
域
の
住
民
に
許
可
申
請
の
内
容

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
・ 

土
地
の
所
有
者
の
方
は
盛
土
等
の
施
工

状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
・ 

条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、

罰
則
（
最
大
２
年
以
下
の
懲
役
又
は

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
）
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
◇
手
数
料
（
１
件
あ
た
り
の
金
額
）

・
新
規
の
許
可
　
　
5
5
，
0
0
0
円

・
変
更
の
許
可
　
　
3
4
，
0
0
0
円

・
譲
受
け
の
許
可
　
3
4
，
0
0
0
円

白
馬
村
消
防
団
で
は
、
公
益
財

団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

が
実
施
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

を
活
用
し
、
近
年
全
国
で
多
発
し

て
い
る
山
火
事
に
備
え
、
背
負
い

式
消
火
器
具
24
台
を
整
備
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
で
は
消
防
団
協
力
事
業
所
に
対
し

さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・ 

建
設
工
事
や
物
品
買
入
れ
等
の
入
札
参
加
資
格
登
録
や
総
合
評
価
落
札

方
式
に
お
け
る
優
遇

さ
ら
に
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

・ 

消
防
団
活
動
協
力
事
業
所
応
援
減
税
制
度
（
法
人
・
個
人
事
業
税
の
2

分
の
1
減
免
、
上
限
10
万
円
）

・ 

特
に
実
績
の
あ
る
消
防
団
協
力
事
業
所
に
対
す
る
知
事
表
彰
　
な
ど

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　(平日 8:30 〜 17:15)　長野県建設部砂防課調査管理係　電話：026-235-7316　E-mail：sabo@pref.nagano.lg.jp

はく�12月.indd   16はく�12月.indd   16 R4/12/09   16:04R4/12/09   16:04



17

全
国
農
業
新
聞
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
会
の
業

務
と
し
て
「
情
報

提
供
活
動
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

一
役
を
担
っ
て
い
る

の
が
全
国
農
業
新
聞

で
す
。
全
国
農
業
新

聞
は
、
昭
和
27
年
1

月
に
「
農
業
委
員
會

報
」
と
し
て
創
刊
さ

れ
、
昭
和
28
年
10
月

か
ら
「
全
国
農
業
新
聞
」
と
改
題
し
、
昭
和

29
年
に
全
国
農
業
会
議
所
が
発
足
す
る
と
発

行
所
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

当
新
聞
は
、
農
業
技
術
・
政
策
の
ほ
か
、

暮
ら
し
や
健
康
を
考
え
る
記
事
が
満
載
。
さ

ら
に
地
域
の
元
気
で
特
色
あ
る
話
題
や
地
域

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
発
行
。
購
読
料
は

月
額
7
0
0
円
（
送
料
・
税
込
み
）
で
す
。

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
電
子
版
が
、
令
和

3
年
か
ら
配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
手
持

ち
の
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
読
み
い

た
だ
け
ま
す
。
購
読
料
は
月
額
5
0
0
円
（
税

込
み
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
み
）
で
す
。

購
読
や
見
本
紙
を
希
望
の
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業
者
の
方
は
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
の
公
的
な
年
金

「
農
業
者
年
金
」
へ
の
加
入
が
お
す
す
め
で
す
。

　
令
和
4
年
か
ら
農
業
者
年
金
制
度
が
さ
ら
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。（
平
成
14
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
制
度
の
み
対
象
）

ポ
イ
ン
ト
1

　 

　
35
歳
未
満
の
方
は
保
険
料
の
納
付
下
限
額
が
2
万
円

か
ら
1
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2

　 

　
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
3

　 

　
加
入
可
能
年
齢
の
上
限
が
65
歳
未
満
ま
で
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
※ 

そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
た
め
の
公
的
な
積
立
年
金

で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。（
さ
ら
に
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
方
は
65
歳
ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。）

こ
れ
か
ら
の
安
心
で
豊
か
な
将
来
設
計
の
た
め
に
、
農
業

者
年
金
の
加
入
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

■
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

　
・ 

少
子
・
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
の
年
金

　
・ 

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
つ
き

　
・ 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　
・ 

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

【しろうま學舎　11月活動報告書】
公営塾「しろうま學舎」　満岡

11
月
14
日
か
ら

16
日
ま
で
二
学
期

の
期
末
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中

間
試
験
に
比
べ
て

範
囲
も
広
く
苦
戦

し
た
人
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

で
き
な
か
っ
た
部

分
は
し
っ
か
り
と

復
習
し
て
、
来
年
の
学
年
末
試
験
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
日
々
の
学
習
や
テ
ス
ト
前
の
準
備

な
ど
、
公
営
塾
で
は
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
対
策
を
講
師
が
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
年
生
か
ら
嬉
し
い
報
告
が
届
き

始
め
て
い
ま
す
！
今
ま
で
努
力
し
続
け
て
き

た
こ
と
が
結
実
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

残
り
短
い
学
校
生
活
と
な
り
ま
す
が
、
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
は
三
者
懇
談
の
後
に
冬
休
み
と

な
り
ま
す
。
体
調
管
理
を
万
全
に
し
て
、

2
0
2
3
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。公

営
塾
で
は
引
き
続
き
新
規
の
入
塾
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
Vol.39

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
   お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

本
日
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
び
の
間
の
癒
し
の
時
間
に
な
れ

ば
と
、
お
い
し
い
給
食
を
調
理
中
で
す
。

み
な
さ
ん
が
、
楽
し
み
な
が
ら
栄
養
が
と
れ
る
よ
う
に
、
そ

し
て
何
よ
り
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
お

財
布
も
や
り
く
り
し
な
が
ら
、
１
日
、
お
お
よ
そ
7
0
0
食
ほ

ど
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
調
理
を
は
じ
め
る
ま
で

の
準
備
や
調
理
の
仕
方
、
衛
生
面
を
指
導
し
て
い
る
の
が
栄
養

士
で
す
。
今
回
は
、「
栄
養
士
」
の
仕
事
を
村
男
が
見
聞
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、「
栄
養
教
諭
」
と
「
栄
養
士
」
の
２
名
が
勤

務
し
、
お
い
し
い
給
食
を
届
け
る
た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
小
中
学
校
に
配
属
さ
れ
る
栄
養
教
諭
の
役
割
は
、
学

校
給
食
を
作
る
こ
と
に
加
え
て
、
児
童
・
生
徒
へ
食
や
栄
養
に

関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。
平
成
17
年
度
に
、
児
童
・
生

徒
の
偏
食
な
ど
に
よ
る
食
生
活
の
乱
れ
を
改
善
し
、「
食
事
や
栄

養
を
自
己
管
理
す
る
能
力
」「
好
ま
し
い
食
習
慣
」
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

栄
養
士
の
、
お
仕
事
を
の
ぞ
き
見

主
な
お
仕
事
は
?!

献
立�

に
関
す
る
こ
と
☆
☆
☆
献
立
を
作
成
し
、
食
材
の
発

注
、
調
理
方
法
や
味
見
を
し
ま
す
。

　 

栄
養
価
や
野
菜
摂
取
量
を
考
慮
し
献
立
を
た
て
、
調

理
員
に
内
容
の
確
認
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　 

献
立
は
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
野
菜
類
（
サ
ラ
ダ

等
）・
汁
物
・
牛
乳
」
で
構
成
さ
れ
、
副
菜
や
汁
物

な
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
、
調
理
の
段
取
り
や
時
間
に

関
係
し
て
く
る
た
め
、
事
前
の
確
認
は
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
。
献
立
が
整
う
と
、
隔
月
で
行
っ
て

い
る
献
立
委
員
会
に
献
立
案
を
提
出
し
、
そ
の
後
、

食
材
を
発
注
し
ま
す
。
毎
日
の
納
品
検
収
や
内
容

チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
い
ま
す
。

衛
生�

管
理
☆
☆
☆
使
用
水
の
点
検
・
牛
乳
の
検
食
、
室
内

の
温
度
や
、
調
理
員
の
健
康
管
理
、
食
材
等
の
管
理

を
し
て
い
ま
す
。

　 

毎
日
、「
給
食
日
誌
・
衛
生
日
常
点
検
・
検
食
記
録
」

に
あ
る
1
0
0
項
目
以
上
の
点
検
を
、調
理
作
業
前
・

作
業
中
・
作
業
後
と
、
調
理
員
、
学
校
に
も
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
し
て
い
ま
す
。

児
童�

・
生
徒
へ
の
指
導
☆
☆
☆
給
食
時
に
学
校
へ
訪
問
し
、

児
童
・
生
徒
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、
各
ク
ラ
ス

へ
の
給
食
の
提
供
量
を
調
整
し
た
り
、
味
つ
け
な
ど
、

献
立
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
が
農
家
へ

実
習
に
行
く
際
に
も
同
行
し
食
育
を
併
せ
た
お
話
を

し
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
や
家
庭
科
の
授
業
、
食
育

だ
よ
り
を
発
行
し
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
を
食
べ
て
い

る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
に
限
ら
ず
、
地
場
産
品

の
利
用
や
、
食
文
化
、
食

の
体
験
等
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

お問合せ　白馬村学校給食センター　電話：0261-72-5143

給
食
セ
ン
タ
ー
は
奥
が
深
い
の
で
す
。

下
敷
き
の
寄
贈

11
月
15
日
に
、
一
般
社
団
法
人
大
北
法
人

会
白
馬
支
部
か
ら
、
村
内
小
学
6
年
生
へ
租

税
教
育
用
下
敷
き
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
下
敷
き
は
、
白

馬
南
小
学
校
、
白
馬
北
小
学
校
に
お
い
て
税

に
関
す
る
認
識
を
高
め
る
教
材
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お問合せ　白馬村教育委員会事務局　教育課　電話：0261-85-0738
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第
５
回

　白
馬
村
の
農
林
業

　（白
馬
村
林
業
経
営
者
協
会
）

林
業
経
営
者
協
会
は
、
全
国
（
会
員
数
2
6
2
）、
長
野
県
（
会
員
数
1
3
3
）、
大
北
（
会
員
数
28
）、
白
馬
村
（
会
員

数
22
）
で
構
成
さ
れ
る
、
全
国
規
模
の
組
織
で
す
。

白
馬
村
林
業
経
営
者
協
会
（
会
長
：
中
村
久
一
、
事
務
局
：
農
政
課
）
は
、
村
内
の
林
業
を
経
営
す
る
者
及
び
林
業
に
関

心
の
あ
る
者
で
組
織
さ
れ
、「
林
業
振
興
と
森
林
保
全
意
識
の
高
揚
」
を
目
的
に
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
度

は
30
～
80
代
の
22
名
が
、
植
樹
活
動
や
公
共
用
地
整
備
、
研
修
な
ど
、
主
に
公
共
的
な
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

森
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
森
林
整
備

が
必
要
で
す
。
整
備
等
を
担
う
の
は
、
主
に
山
村
の
林
業

従
事
者
で
す
。
国
勢
調
査
（
総
務
省
）
に
よ
る
と
、 

林
業

従
事
者
の
数
は
長
期
的
に
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

平
成
27
年
に
は
4
万
5
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
割
合
）
は
、

平
成
27
年
は
25
％
で
、
全
産
業
平
均
の
13
％
に
比
べ
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
若
年
者
率
（
35
歳
未
満
の

割
合
）を
み
る
と
、
全
産
業
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

林
業
で
は
平
成
2
年
以
降
増
加
傾
向
で
推
移
し
、
平
成
27

年
に
は
17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

No. 日　付 活　動 備　考
1 4/22 役員会
2 5/16 通常総会 書面決議
3 5/21 大北地区森林祭 松川村川西運動公園西側
4 6/6 役員会
5 6/24 村有林下刈作業 大出公園村有林
6 7/27 村有林、林道下刈作業 堀之内村有林、林道入の宮線
7 8/26 林道下刈作業 林道青鬼線、白馬小谷東山線
8 9/22 北アルプス広葉樹活用フォーラム 大町市平海の口
9 10/31 大北林業特産経営者協会総会 大町合庁
10 11/7 村有林下刈作業 スノーハープCコース
11 11/10～11 研修視察 北信濃（飯山市、木島平村、中野市）
12 11/27 北アルプス広葉樹製材マルシェ 北アルプス森林組合
13 12/1 薪ストーブ講習会 体験実習館

〇令和4年度活動

植樹活動（大北地区植樹祭）

公用地整備（支障木伐採） 林道整備（草刈）

林業経営者協会に興味のある方、所有林の整備をしてみたい方、林業に関心があり公共的活動に携わってみたい方等、
ご連絡お待ちしております。
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 白馬高校創立 70周年記念式典をウイング 21で執り行いました。コロナ禍

により１年順延しての挙行となりましたが、宮澤敏文県会議員をはじめ多くの

来賓の皆様にご列席いただき、70年の節目を盛大に祝うことができました。 

 内川雅夫同窓会長の式辞では、本校のこれまでの歩みと高校生ホテルや断熱

改修プロジェクトなど、本校独自の取り組みが紹介され、今の白馬高校がある

のは、これまで本校の歴史をともに築いてこられた地域の皆様のおかげと改め

て実感しました。 

 これまで続いてきた歴史・伝統を受け継ぎ、生徒たちが自分の夢の実現のた

めに「挑戦」を続け、白馬高校に新たな歴史を刻んでくれることを期待してい

ます。 

 式典に続き、創立 70周年を記念したグローバル講演会を開催しました。

今回講師としてお招きしたのは、HEAD Japan株式会社 代表取締役の関

口千人さんです。本校の OBでもある関口さんには、「当たり前なことを当

たり前にする」をテーマに、外資スポーツメーカー「HEAD」のグループ

社員として現在までどのように本社の期待に応えてこられたかについて、

ブランディングの観点からお話しいただきました。 

 講演の中では、関口さんのこれまでの経歴や社会人として身につけるべ

きこと、「ブランド化」についてのお話に加えて、マーケティングマネージ

ャーの久保さんと生徒を交えたロールプレイングを行う場面もあり、「伝え

る力」の重要性についても教えていただきました。生徒たちは、話し手・聞

き手の責任（相手に伝わるようにしっかり伝えなかった、わからないこと

を聞かなかった）について実感をもって学ぶことができました。 
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10月 15日 創立 70周年式典 

 10月 15日 グローバル講演会 
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 関口さんからは、「白馬高校で学んでいるということは大きなブランドで、将来、自分の武器になる。白馬という恵まれた

フィールドで今しかできないことに一生懸命取り組んでほしい」という力強いメッセージをいただきました。以下、生徒の

感想です。 

「関口さんの前向きな考え方がすごいと思った。自分が幸せになれるようなブランディングをしたいと思った。」 

「“白馬”や“スキー部”というブランドだけで有利に働くことがあるかもしれないけど、その前に、土台となる人とし 

て当たり前のことをきちんとやるということを心がけて生活していきたいと思いました。」 

「周りから信頼されるには、頭の良さではなく礼儀や気遣いなどの人間性が大切だと改めて実感しました。」 

「誰にでもチャンスはあるし、可能性は無限大なんだと感じた講演会でした。自分ももっと将来に向けて色々と考えてい 

かなければいけないと思いました。」 

「自分のブランディングをどう作っていくか、どういうものにしていくかをこれからの学校生活の中で考えていくことが 

楽しみになりました。」 

 今回の講演会を通して、生徒たちはこれからの学校生活や進路に向けて大きな刺激を受けたようです。生徒には、学校の

活動だけでなく、自ら外に飛び出して様々なことに挑戦し、自分をどんどんブランディングしていってほしいと思います。 

 国際観光科２年の「観光コミュニケーション英語」の授業の一環で、生徒による英語でのガイドツアーを行いました。ツ

アーの行き先は、白馬発のオプショナルツアーの目的地として人気が高い、地獄谷野猿公苑と小布施、善光寺で、ツアー全

体の流れおよびガイドの内容はすべて生徒自身が考えたものです。今回のツアーでは、ゲスト役の白馬・小谷村在住の海外

出身の方５名に加えて、スキージャパンホリデーズ所属のガイド Andrew Kellyさんにアドバイザーとしてご協力いただき

ました。 

 ガイド中の生徒は緊張する様子も見られず、堂々と英語で説明を行う姿が印象的でした。中には、予定していなかった説

明やクイズを即興で行う生徒もおり、ガイド後、生徒に話を聞くと、「自分の英語が伝わったこととゲストの方の反応がよか

ったことが嬉しくて、その場で考えて話しました」と語りました。また、バスの車中や自由時間中には、生徒からゲストの

方に英語で質問したり、一緒に散策したりするなどしてフリートークを楽しむ姿が見られました。以下、生徒の感想です。 

「私はこれからガイドになろうとは思っていませんが、今回のガイドツアーでコミュニケーションの取り方や話の回し 

方、どんな雑談をすればみんなが話せるのかなど、これからの生活で使えそうな知識をたくさん学べました。」 

「自分の英語が通じ、話をすることができたという事が嬉しく、自信になりました。」 

「これからは自分のアイデアややりたいことを他者と共有しながら学んでいく機会が多くなるからこそ、自分で英語の文 

を作って話せる基礎的な力や他者と何かを作り上げていくための協調性が大切になってくると思った。」 

ここで紹介しきれなかったガイドの様子や生徒の感想は本校ホームページの「白馬高の日常」に掲載していますので、ぜ

ひご覧ください。今後も地域の方々と連携し、実際のコミュニケーションを通して、生徒たちが本物の英語に触れ、発信力

を身に付けられるような活動を行っていきます。 

 
 
 
  
  
    
  
    
   
 
  
  
   
  

 
   
    
   
   
    

 11月１日 英語ガイドツアー 
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図書館だより
No.253

令和4年12月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

〇お知らせ
『読書おみくじ』を開催します
場　所 ： 白馬村図書館
期　間 ： 令和５年1月5日（木曜日）～1月15日（日曜日） 
対　象 ： 1日1回 誰でも参加できます

書　　名 著者名
0さい～3さい脳そだて　おさかなちゃんとあ～そ～ぼ！ 茂木　健一郎/監修
スタジオジブリのヒロインがいっぱい スタジオジブリ/監修
どこ？　ほんのなかのさがしもの 山形　明美/作
ふゆのコートをつくりに 石井　睦美/文
動物探偵ミア　たき火まつりで危機一髪!　 ダイアナ・キンプトン/作

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
リバー 奥田　英朗
クロコダイル・ティアーズ 雫井　脩介
切腹屋 岩井　三四二
君といた日の続き 辻堂　ゆめ
中高生のための文章読本 澤田　英輔
エリザベス女王　写真で振り返る、国家に捧げた生涯

【一般・郷土】
〇新着案内

えりまきをくれた男の子から、動物
園の子どものぞうさんに、お手紙が
届きました。ぞうさんは耳をパタパ
タして大喜び。お手紙を書きたいと、
何度も何度も字を練習します。優し
くて温かい物語。

『ぞうさんのおてがみ』　
飯島　敏子/原作

給食のアーモンドが奇数か偶数かー。ひ
ざの故障で、母に言われるがままバスケ
部を辞めた慎吾。勧誘された吹奏楽部は、
先輩後輩の距離も近くて魅力的に見える
けど、優柔不断な僕はどうしたらいいの
かわからない…。迷いや悩み、彼らの本
当の気持ちを給食が後押ししてくれる。

『給食アンサンブル　2』
如月　かずさ/作

四季折々の白馬村をメインに撮影され
た、映画『土を喰らう十二ヵ月』を、
中江監督自らがノベライズ化。劇中の
写真など、カラーページも豊富に掲載
されています。

『土を喰らう十二ヵ月』
中江　裕司

白馬岩岳マウンテンリゾートを、知
恵と工夫で再生させた和田社長の法
則とは？
白馬の事例から、隠れた資産の目利
きと活用法を徹底解説。

『スキー場は夏に儲けろ!』
和田　寛

みんなが楽しそうにしてたから「う
るさーい」って言っちゃった。なん
でか僕にもわかんない。とうとうみ
んなに怒られて、元気がでないそう
たくんは、お母さん言われて熱を測っ
てみることに…。

『こころんけいがわらったら』
たて　ゆうみ/作

実年齢よりしっかりしてるし、自分は違うと
言うけれど…。病気自慢、孫自慢、自分語り
に趣味の講釈、終いには何度も同じ話を繰り
返す。あるある、いるいるこんな老人。「老害
の人」で終わらせない、笑えて共感できる老
いを考えさせる1冊。

内容紹介

今
月
の
お
す
す
め
本

『老害の人』
内館　牧子

〇年末年始休館日
　令和4年12月28日（水曜日）から
　令和5年1月3日（火曜日）まで、
　図書館は休館となります。

〇長期休館中の返却について
　返却ポスト内に雪や雨が吹き込むことがあります。
　�令和５年1月４日（水曜日）以降に、カウンター又はポス
トへの返却をお願いします。

くじを参考に
して本を借りて
ください
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1 2月～ 1月　保健ガイド
19日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
12月25日 日 神城醫院 伊東医院 西森整形外科 いとう歯科医院 松川村（0261）62-8880 フジノヤ薬局
12月29日 木 栗田医院 ― ― にこにこデンタルクリニック 大町市（0261）23-5612 太田薬局
12月30日 金 しんたにクリニック 小野医院 太田医院 あづみ病院 池田町（0261）61-1168 フジノヤ薬局
12月31日 土 白馬診療所 平林医院 松本クリニック 平林歯科医院 大町市（0261）22-1149 フジノヤ薬局
  1月  1日 日 神城醫院 横澤内科医院 あづみ病院 きらり歯科医院 松川村（0261）62-0005 フジノヤ薬局
  1月  2日 月 横沢医院 市立大町総合病院せりざわクリニック 宮下歯科医院 大町市（0261）22-0297白馬アップル薬局
  1月  3日 火 小谷村診療所 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 吉村医院 師岡歯科 池田町（0261）62-9781 ―
  1月  8日 日 横沢医院 菊地クリニックみどりクリニック 砂田歯科医院 大町市（0261）22-0648白馬アップル薬局
  1月  9日 月 白馬診療所 いしぞね内科・外科クリニックはーぶの里診療所 佐藤歯科医院 大町市（0261）23-3211 フジノヤ薬局
  1月15日 日 神城醫院 柿下クリニック あづみ病院 竹内歯科医院 池田町（0261）62-2151 フジノヤ薬局
  1月22日 日 栗田医院 遠藤内科医院 若林医院 市立大町総合病院 大町市（0261）22-0415 太田薬局
  1月29日 日 小谷村診療所 横澤内科医院 近藤医院 武田歯科医院 白馬村（0261）72-8060 ―

■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

12月20日（火） 2か月育児相談 令和4年10月生　※子育て支援ルームで開催
12月26日（月） PT (理学療法士) 相談 予約制
  1月10日（火） 育児相談 予約制
  1月11日（水） 乳児健診 令和4年2月生・8月生
  1月12日（木） 2歳相談 令和2年10月13日～12月生
  1月17日（火） 3歳健診 令和元年10月18日～令和2年1月10日生
  1月19日（木） もぐもぐ相談 令和4年5月～7月生
  1月24日（火） 2か月育児相談 令和4年11月生　※子育て支援ルームで開催
  1月27日（金） あそびの教室ほっぷ① 令和2年10月13日～12月生
  1月30日（月） PT (理学療法士) 相談 予約制

■ 子育て支援ルーム
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※日曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　PM13:00 ～ 16:00　自由利用で開室しています。

☆12月より冬期間は日曜日は休館となります。
☆予約は支援ルームに連絡をしてください。
※支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越し下さい。
※冬季は寒いので暖かい服装でお越しください。上履きをお持ち頂いても結構です。
※入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
※ 新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事もありますので、ご不明な点は子育て支援ルームにお問

合せください。
※白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モ にも掲載します。

お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

月　日 内　容 対　象 時　間
12月19日（月）～23日（金） 午前のみ自由利用（午後は休館） 未就園児親子
12月26日（月）～1月5日（木） 自由利用年末年始休館日 未就園児親子
  1月12日（木） なかよし広場（まゆだまづくり）*予約 未就園児親子 10:30～

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 ご予約・お問合せ先

2月14日（火） 13：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

山
ヤマザキ

崎　秀
ヒデタカ

隆　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

12月23日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
  1月13日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
  1月20日（金） 日本脳炎予防接種 個別にご案内しています
  1月25日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
  1月27日（金） 日本脳炎予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

1月17日（火） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
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人口：8,445 人　男：4,222 人　女：4,223 人　世帯数：4,016 世帯
（令和 4年 12 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

12
2022
vol.555

編集後記
12月となり、令和4年最後の広報はくば発行となりました。新型コロナウイルスの影響はいまだ終息はし
ていませんが、昨年までと違い数年ぶりに国外からの訪日観光が再開され、少しずつコロナ禍前の日常に
近づいてきたと感じられるようになりました。感染症対策と社会経済活動の両立を進めていくことになる
かと思いますが、少しでも早くコロナ禍前の日常に戻ることを祈るばかりです。
� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

太地こども園で焼き芋

令和4年11月15日（火）太地こども園で焼き芋
作りがありました。

園児たちは、毎年、太地町を拠点とするNPO法
人の協力を得て、隣町の畑でサツマイモを苗植え、
収穫しております。

園舎近くの森から枯れ枝を集め、準備、60個の
サツマイモを水で濡らした新聞紙とアルミホイル
で包んで焼きました。おやつの時間に焼き芋にか
じりつき、黄色のサツマイモを笑顔いっぱいで頬
張りました。

鉄人359人が熱いレース
第７回河津フラワートライアスロン大会が10月
30日、河津浜海岸をスタートし開催されました。
コロナ禍で３年ぶりの開催となった今回は、全国
各地から集まった359人の鉄人たちが、スイム・
バイク・ランの熱いレースを繰り広げました。
当日は晴天に恵まれ、選手らは午前9時30分に
河津浜海岸のスイムからスタート。スイムは強風
で河津浜の波が高かったため、本来の3周1.5㎞か
ら1周0.5㎞に縮小されましたが、続くバイクは河
津駅から峰大橋交差点までの周回コース40㎞を疾
走。最後は河津川沿い10㎞を走りぬけ、河津桜観
光交流館のフィニッシュを目指しました。

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。

白馬村防災ナビ
（防災アプリ）

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課
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